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はじめに
　
石水院は、華厳僧明恵高弁を開山として建永元年（一二〇六）ころ創
立された高山寺にあって、創立期の建築としてただ一つ現存している貴重な遺構である。二〇〇八年夏、栂尾 高山寺石水院の屋根の杮葺替工事に関わって小屋組の中 る古材の調査中に、 内の法鼓台文庫に相当数の古い長葺板が収納されてい と教えられた。この長葺板は石水院の主室の船底天井に用いられている板と、また石水院西広縁に掲げられている富岡鉄斎揮毫による扁額、あるいは一部の棚材に用いられ いる古材などと同類 ものとわかっ 。これらは例外なくすべて実際に葺板であったことを示す水蝕を蒙ってい そして葺 にのこる痕跡からどのような葺かれ方をしていたのかも推測することができた。　
この長葺板はどの建物のどこに用いられたものであったのか。それが
当然つぎの問題に ったが、 結論からいえば、 こ らは石水院の西庇（かつて拝所ともいわれた）の屋根の葺板であったものと推測 た。石水
院は高山寺開山明恵上人の時代に建てられた東経蔵の遺構なのであるが、長葺板の謎を解くためには東経蔵の建築としての経歴、それはまた東経蔵と石水 とが重なり合っていった歴史でもあるが、を明らかにする必要も生じてきた。そこで先学の研究に導かれながら東経蔵の経歴を追ってみたのである。　
この報文は以上の二つのテーマを扱っているが、叙述の上から、まず
東経蔵の建築の経歴と石水院のこと、そして石水院の現況につい 述べ、ついで長葺板についての調査とそこから推測できた葺かれた場所および葺き方に関する考察結果を明らかにする にした。　
また、石水院の建築木材については、同時に行われた光谷拓実氏によ
る年輪年代学上の調査結果（別掲報文）により、文献から知られた初期の改造の部位を確定することができた。また鎌倉時代をさ のぼる時期の部材が転用されているらしいことなど、今後の研究 展開に かわ新しい重要な知見を得ることができた。
二〇
一
　
東経蔵と石水院
　
東経蔵
　
東経蔵の建立年次は明らかでないが、 『高山寺縁起
①』には、
経蔵二宇のうち東経蔵は羅漢堂東辺に建っていたが、羅漢堂造立のとき火難を怖れて人煙に遠い石水院の西岸に移したとある。羅漢堂は嘉禄元年（一二二五）に賀茂 あった明恵上人の禅室を移したものというから、東経蔵はこのとき以前に存在していたことになる。明恵上人の高山寺における住坊であった石水院の建立は、建保末ころすなわち一二一〇年代の後半であり、羅漢堂移築時 ことと合わせ考えると、一二二〇年前後をもって東経蔵の建立年次に当 る ができよう。寛喜二年（一二三〇）閏正月に高山寺の四至が定められたときに作成された「高山寺絵図
②」
（図一）は高山寺金堂がたつ堂壇地の東端に経蔵を描いている。この図には羅漢堂もあるから、羅漢堂移築に伴う経蔵移転後の姿を描い もと考えられる。この位置は江戸時代の「都名所図会
③」 （図二）が描くと
ころ も合い、この東経蔵の位置は中・近世を通じて動いていないとえられる。のち西経蔵が寛喜元年（一二二九）に造営されて 、それまでは単に経蔵と呼ばれていたのが、西 と区別するため 経蔵は経蔵と称されるよう なった 東経蔵には一切経 千 百三十八部その外華厳・天台・法相・真言の書籍、仏像などが納められ、三部華厳経を三十人の経衆が日別に轉読したという。ついで文暦 （一二三五）四月、東経蔵の西面に春 住吉の両大明神御形像が安 された。以上のことは 建長五年（一二五四）の『高山寺縁起』に記されているところである。
　
中世の高山寺はたびたびの兵火に見舞われ、堂舎の大半を失った。そ
うした中で東経蔵は、寛永四年（一六二七）の仁和寺御門跡令旨
④に、
都賀尾諸伽藍、度々兵革悉及退転之処、稀有春日住吉両神宝殿一宇合現存也
とあるように奇跡的に残り、高山寺中でも稀有な古建築になっていたのである。そして当時の東経蔵は経蔵というより春日・住吉両神の神殿として世間に認知されてい の あった。この令旨をうけて、東経蔵 修理が仁和寺御大工のもとで行われた。このとき 指図が、 「寛永十四年石水院指図」として仁和寺と高山寺に伝えられている
⑤（図三） 。
　
石水院の建築は禅堂院の遺構とするのが通説であったが、杉山信三博
士は一九五九年に石水院は東経蔵の遺構であることを明らかにされた
⑥。
その根拠になったのが、寛永十四年の石水院指図で る。この指図には文暦二年に創祀され 春日・住吉両神 神殿を容れた内陣が描き出されていて、こ 内陣とその周辺の建築状況は現状 もよく合うのである。禅堂院は享保 （一七一七）四月八日に開山廟、開山堂、摩尼殿とともに焼失していて
⑦、中世のものが残存するはずはなく、このことも東経
蔵＝現石水院説を確かなものとしている。明治二十二年（一八八九） 、永世の不朽を図って日当たりと風通しが良い現在の場所に移転、明治三十一年には国宝建造物に指定され、昭和五年から六年にかけて解体修理を実施、現在に至っている。　
石水院
　
石水院は明恵上人の存生中の建保四年（一二一六）末ころ、
仁和寺覚暹の沙汰として老齢の師のために建 られた住坊である。高山
二一
寺縁起によると一二二一年の承久の乱のとき、明恵は賀茂佛光山の別所に移居したが、貞応二年（ 二二三）秋には栂尾に戻り、 の坊舎は西経蔵の下に移され、それはまた石水院に移された。この石水院は安貞二年（一二二七）の洪水によって破壊したので、その跡に賀茂神官能久が佛光山に建てた明恵上人の賀茂在住時の庵室が西経蔵下に移してあったものをここ 移し建てたという
⑧。しかしこれは貞応二年の記事と重複
するところがあり、編者に誤解 あったものと思われる。実際 安貞の洪水のあ 、石水院の敷地はより安全な下方の地に変更され、ここに賀茂の庵室を移し建て、禅堂院（禅定院ともいう）として明恵上人の終の住坊としたのだと考えられる。禅堂院は享保二年の焼失の後、享保八年（一七二三）に再建、ついで天保十二年（一八四一）に修理されたが、このとき慧友が記した修理棟札には、安貞の洪水で石水院が破損したとき、石水院をここすなわち禅堂院に賀茂庵室を移し建て としている
⑨。
また同棟札 別のと ろでは、享保八年の 再建のとき十三重寶塔渡廊にあった運慶彫刻の明恵上人木像を 禅堂 正寝に たとする
⑩。
正寝がどのような意味でつかわれているのか分明でないが、木像移動禅堂院再建中 ことだとすれば、禅堂院正寝は禅堂院とは別のも と考えねばならない。たぶん れは東経蔵のことを指している 考えられる。このころには明恵上人庵室 しての「石水院」 明恵時代 石水院敷地を指す「石水院」とが、混同 使われていたようであり、その混乱から石水院の敷地に近い東経蔵を明恵の賀茂庵室 後身としてしまったと思われる。取り換えられている拝所の旧蟇股 裏面に、慧友 「水藻形四枚
　
模造乎石水院古様
　
後鳥羽帝御別荘賀茂石水院殿也」と墨書
しているが
⑪、このことはこの取り違えが慧友のときに生まれたらしいこ
とを推測させる。　
明治二十二年（一八八九）の東経蔵の移転棟札は、この院殿を後鳥羽
天皇の加茂行宮を賜って移したものとする。慧友の説を受け継いだことに加えて、さらに東経蔵を賀茂行宮の遺構とまでしているのである。この説はそのまま昭和六年の解体修時にも踏襲されていて、当建物をして「後鳥羽院ノ御学問所ナリ」と記させたのであった。以降、石水院＝東経蔵遺構とする杉山説が提起されるまで、石水院＝賀茂庵室説が定説化したのであった
⑪。
　
東経蔵が石水院と呼ばれるようになったのはわりと早い。元応二年
（一三二〇）九月八日、花園法皇は栂尾御幸に際して、影堂にて後伏見上皇と落ち合われ、同道して石水院において春日・住吉神躰を拝礼されている
⑫。影堂は禅堂院の上段にある廟堂のことだから、石水院はその奥
にあったことがこの記事から推察でき 。東経蔵の元の場所に相当する位置で る。そして春日住吉両神が祀られていることから、この石水院は明らか 東経蔵に他ならないのである。このころには石水院は東経蔵の別名になっていたのであった。先述 ように東経蔵は嘉禄二年 石水院の西岸に移転したのであるが、当時石水院は洪水（山崩れか）によって破壊していて、石水院が担っていた明恵上人 住坊としての役割 、その場所を変えて禅堂院が受け継いだのであっ が 石水院の名は元の敷地のものとしてのこされ、その近く 建つ東経蔵が、明恵上人を偲ぶ人たちから石水院と呼ばれるよう な のであろう。当初の位置は移築前 東経蔵が建っ いた敷地 東方 求めるべきことになる
⑬。
二二
　
なお、現在の石水院がたつ場所は、近世には三尊院という坊院があっ
たところである
⑭。三尊院は、渓谷に面して築かれた石垣上の敷地をもち、
そこには茅葺の方形の堂と正面に広縁を備えた入母屋造の茅葺の建物が、玄関廊によって繋がれて建っていた
⑭（図四） 。延宝七年（一六九七）の
春日・住吉両神の開帳 とき、興福寺大乗院門主は三尊院を宿坊にしている
⑮。当時の高山寺の中ではもっとも良好な環境をもつ坊院とされてい
たようである。
二
　
東経蔵の建築
　
寛永十四年の指図に描かれた当時の東経蔵（＝石水院）は、顕経蔵を
中心として密経蔵、 （春日・住吉社の）内陣、南と西につく広縁、そして四周を りまく四尺五寸幅の落縁から構成されていた。そして南落縁中央に七級の、東落縁南寄りに三級の木階がついていた。南側の階段は「御拝」と記され、御拝柱がたち、ここを正面としていたと考えられる。寛永十四年の二つの指図、すなわち仁和寺蔵図と高山寺蔵図 を比較検討するとき、そ 比較論は省くが、顕経蔵の内部には東北隅の隅木の内側への延長上に独立した柱がたっていたことがわかる（高山寺蔵図参照） 。そして他の三隅には隅木 線が描かれている。こ ことから、この建物は西側に孫庇がつく一間 面 建築構成を っていたと考えることができる。経蔵といいながら庵室風 住宅建築といってよ も なのであった。寛永十四年図によると、顕経蔵は正面二十尺、奥行二十三尺あり、それは畳数にして二十二畳敷に相当する広さをもって た。その
東面と西面の壁面に沿って五重棚が付設され（この棚の痕跡として東縁中柱内 の釘穴がある。敷床面から六・〇尺の高さまで一・一五尺の間隔で横二つの釘穴が こっていて棚の横桟を打ちとめた痕と考えられる。 ） 、そこに経典がおかれていた。顕経蔵の天井高は七尺五寸と低いが（東の入側縁の天井高に近い） 、内部は両側の経棚以外は何もなく単なる経蔵とは思えない構成になっている。 『高山寺縁起』にいう三十人の経衆による日毎の三部華厳経の轉読は、 の間で行われたと考えられる。すなわちこの建物は最初から単なる経蔵としてではなく、宗教行事の実践の場であった であり、長時間人び が過ごす場として設定されていたのである。そうだとすれば 住宅風の構成をとったこ も怪しむに足らない。　
西側の広縁（落板敷とも記される）は、 文暦二年（一二三五）に春日・
住吉の二神が祀られて西庇の中央部がその内陣となったとき 拝所として新たに付加されたと考えられる部分であ この孫庇を取り去ると、建立当所は一間四面の建物であったことにな なお光谷拓実氏の調査により、 もと内陣であっ ころの広縁側の長押は貞永元年（一二三二）年ころ伐採の材であることが判明した
⑯。この年次は文暦二年 （一二三五）
に内陣部を形成した す 記録と合致するものであって、 『高山寺縁起』における東経蔵の記事の信憑性を確かめ、かつ石水院＝東経蔵遺構説を別の面からも補強する。　
現在の石水院の内部の様子は、明治二十二年の移築の際に行われた改
造の結果と考えられる。石水院 近代における大きな修理は、明治二十二年（一八八九）に金堂東方の旧地から現在地に移築したときと 昭和
二三
四年（一九二九）の解体修理の二回がある。昭和の修理のときには修理前後の図面が作成されていて、それによると、昭和修理では小屋組以外は建築物としての形は変え ない
⑰。修理前もほぼ現状の通りであった
のである。したがって石水院がいま見るような構成になったのは、明治の移築のときであったと考えられる。すなわち春日・住吉両大明神を祀る神殿を廃し、顕経蔵を四室に分けて南面中央の主室の天井を古い葺板をもちいて舟底形にした もこのときなのであった
⑱。
　
明治の移築がどのように行われたかについては、関係する資料がない
ため明らかにできない。しか 、当初の柱や小屋裏に転用されている旧梁材や屋根材などの詳細な調査 ら 旧構をある程度まで復原することも可能と思われる。将来に行われるであろう解体修理に際して詳細な調査が期待される。
三
　
石水院の屋根と古葺板
　
古い長葺板は、どこにあったものかの問題に移ろう。まず石水院（＝
東経蔵）の屋根について検討しておきたい 当初 東経蔵の屋根の形は、平面からみて入母屋造あるいはシコロ造と推定される。棟は高山寺絵図における経蔵図から東西棟であったと考えられるが、南北棟であってもおかしくはない。葺材については寛永十四年の指図に
始ハ桧皮葺也、中比ヨリ木ケラ葺也、今度修理候又木ケラ葺也
とあり、最初は檜皮葺であって、中頃から杮葺に変わった してい 。事実、中原康富は、室町中期の文安元年十月（一四四四）当時、その屋
根は桧皮葺であると記している
⑲。さかのぼって高山寺初期の様子を描い
た「高山寺絵図」は経蔵を桧皮葺あるいは杮葺として描いている。同図左端には槇尾西明寺の庫裏の屋根の板葺の描写があり、それと比較しても板葺でなかったことは確実である。寛永十四年の指図の記事が何を根拠にしたのかは明らかでないものの、最初は檜皮葺であり、文安以降の室町後期に杮 に ったとしてよいも と思われ 。ただし「高山寺絵図」の経蔵は切妻造であ て四方に庇がある形には描かれていない。屋根のかたちが創建後におおきく変わった か、問題として残される。　
では長葺板はどこに用いられていたのだろうか。この長葺板は高山寺
内にあったもので、その材は近世以前のもの することを前提にして考察を進める
⑳。小川義章師の『高山寺雑攷』は
、江戸中期の宝暦年間（一
七五一～六四）に高山寺内にあった諸建物を挙げているが、それによると当時残存していた中世の建物は、仁王門と鎮守社二宇のうちの一社で明恵上人の禅堂または東経蔵ともされた 物の二棟だけである。仁王門は二階楼門で大門ともいわれ、安貞三年（一二二七）の建立とされている。しかし仁王門は明治十四年に焼失していて、結局、明治二十二年の時点において残存していた中世建築は石水院だけな であった。こ 長葺板を内部に持ちえたのは石水院でしかないことになる。 石水院の中ではどこにあったのだろうか。東経蔵（＝石水院） 屋根 、前述のように檜皮葺あるい 杮葺であったのだが、春日・住吉両神を祀 神殿前の西広庇の拝所の屋根は長く緩や な勾配のものであり、ここに葺かれていたと推測される（図五） 。葺板 釘穴がすくなく再用された形跡がない。 『高山寺縁起』 は、禅堂院について当初は板葺 っ が、
二四
風雨の難を避けるため、檜皮葺にあらためたが、もとの葺板を取り去らず檜皮の下に葺籠めたとしている。これと同じ処方が東経蔵の拝所にもなされ、結果として板葺が残されてきたのではないかと推測される。これらの葺板が明治の移築のための解体時において、杮葺の下から露呈したとき、当時はこの建物が明恵上人 住坊遺構と信じ れていた上に、上人への強い讃仰もあって、捨て去 ことなくその保存が図られたものと思われる。この葺板をもちいて主室の船底天井を造ったのも、ま 石水院の扁額をつくったのもそうしたことの現れであったろう。　
ではこの葺板は何時のものがつぎに問われるが、いまのところ確かな
ことはいえない。西庇が設けられた文暦二年（一二三五）まで遡 可能性もあるが、それ以降である可能性もあり、将来の葺 の年代判定をまつしかない。
四
　
類似の長葺板の例
　
鶴林寺太子堂
　
長板葺の実例は極めてまれである。解体修理工事によって当初の屋根
が長板葺と推定されたのものとして醍醐寺五重塔、平等院鳳凰堂 知られているが、最近修理工事が実施された兵庫県加古川市 鶴林寺太子堂（国宝）の屋根に、長板葺の古材が屋根下地に遺されていることが明らかになった
。太子堂の建築年代は天永三年（一一一二）とされ、それは
大正七年の解体修理の際に旧屋根葺板から発見された墨書にもとづいている。この解体修理のときに、屋根が板葺きから桧皮葺に変更されたと考えられる。今回、機会 あり現場を実見させていただい 。大正修理
当時の工事担当の技師は、長葺板の工法を残すために、解体した長葺板を再度野垂木上に打ち留め、その上に横桟を敷き桧皮を葺いて屋根としたようである。この長葺板は長さ二・四ｍから三ｍあり、幅二七㎝前後、厚さ五㎝で、中央部は雨水により深く浸食されていた。また 複数残された釘穴の間隔から、下部 母屋に止めていたとみられ この大正の修理状況の実態は明らかではないが、山岸常人氏はこ 長葺板を正面側の流れ一間にかかる孫庇のも ではないかと指摘されている
。この孫庇
は勾配が緩やかであり、長板状の屋根材が有効であったと推定できるのである。さて、高山寺に遺されていた 葺き材もほぼ同様 大きさを持ち、先述したように西側の庇に葺 れていたらしいの るが、この二点はともに太子堂の状況と酷似するの　
なお高山寺に近いところでは、京都市北区の峯定寺本堂の背後にたつ
閼伽井屋の屋根が参考になる。本堂の東北 隅軒 下に入る屋根部分だけに古い屋根 仕様 のこされ いて、それは厚板を二重 葺き目板を打つ形式のものであり、葺板が凹字形にはならないものの、そ 寸法や目板の打ち方などは似たものが
五
　
法鼓台文庫格納の長葺板
　
葺板は収蔵庫内の一階の壇下のしゃがんでしか入れない狭い空間に収
納されている。そのため時間の制約 あってすべてを外 搬出し 調査することはできなかったが、その過半を実測調査した結果 表
1、表
2
の通りである。板には幅の広狭に二種あり、それは葺板 目 との違い
二五
であると考えられた。これらには全て風水蝕の痕をのこし、実際に葺板として長時間使用さ ていたことは明らかであった。部材と て完全なかたちを保全していると考えられるもの な ったが、二十点の葺板・目板を計測、観察 た結果、その本来の寸法については以下のように判断した。葺板
①
　
長さは二・七ｍ前後すなわち九尺前後が本来の長さであったこと。
②
　
幅は両側面を残していた七点から二七㎝から三〇㎝であること、そこから一尺を基準としたらしいと考えられること。
③
　
厚さは四〇㎜から七〇㎜までまちまちであったが一寸五分から二寸を目途にして作材したらしいこと。
製材は繊維方向に楔で割り裂いて木取りし、釿や鑓鉋で整形、仕上げたものと考えられた。葺板として上面はかな 風水蝕 蒙っていた。上面両脇には二㎝ないし三㎝の幅の畦をつくり、横長の凹字形の断面形に成形していた。その畦の深さは四㎜ないし七㎜ほどと浅い。板の側面にはおよそ五㎝に一㎝の大きさの枘穴（深さ三㎝前後）が一ｍ前後の間隔で掘り込まれている。これ 雇枘で隣の葺板との密着をはか 、あわせて葺板の反りかえりを防いだものと考えられた。下面は当然な らはほとんどなく、釿や鑓カンナによる仕上げ 工具痕 のこすものもあった。また煤けと考えられる汚れも認め しかしそこには葺板に直交する横材の当たりが認められなかった。も 葺板が横材すなわち木舞の上に留められてい なら、当然残る筈 一定 間隔をもつ打留め釘
の穴もなかった。以上のことは、葺板は木舞の上に乗ってはいなかったことを物語っている 釘穴については、葺材の端近く 打たれた横並の釘穴二つと、畦の内隅に不規則 打たれたものとがあった。前者は葺板同士の重ね合わせ部分を留め合わせるためのもの、後者は葺板を下地に打ち留めるためのものと解された。すなわち葺板は垂木の上に直接釘留めされていた可能性がおおきい。目板　
葺板とは別に十一㎝前後の幅をもつ板材が二十点あった。長さは長い
もので二・六ｍ余、短いもので一ｍ余であった。飛び飛びに釘穴があり葺板の長さとの類似性から、これらは葺板の合目を覆う目板であろうと考えられた。厚さは一つの板材で 一定しないがほぼ三㎝前後であった。　
なお葺板の材質は目板を含めて槇である。
墨書　
目板のひとつに墨筆で落書が記されていた。落書は「春神
　
我ものと
　
をもへは
　
か□るき傘の下」と読め、下に傘と蛙の絵を墨で描いている
（写真六） 。雨水で深く水蝕された板の表面に書かれていて、目板として屋根表面に再用されていたなら、このような墨書がのこる筈はないから、目板としての役割を終えた材が、風雨にさらされない状態 ままに存続していたのだと考えられる。落書については専門家の意見を聞かなければならな が、江戸時代もそう下らないものであろう。こ 墨書は古い目板に書かれているわけだか 、目板そのものは中世 もの 見てよい
二六
のではと考える。
六
　
葺き方の推定
　
以上の残存部材の調査の結果から想定できる葺き仕様について述べる。
葺板は垂木の上におかれ、かなりの間隔をおいて不規則に千鳥形に垂木に釘止めされる。釘は畦 内隅 ら斜め外に向かっ 打たれている。また葺継ぎは の端九寸ほどを先細りに薄くし、下の材と重ね合わせ、上から釘止したものと推定される。隣の葺板とは葺板側面に掘り込んだ仕口穴同士を合わせ、そこに雇
枘
を納めて緊結し、かつ板の反りを防ぐ。
畦の上には目板をうつ。目板は平らな板で幅が十一㎝前後である。二つの畦で五㎝弱の幅であるから、そこに目板を打つと、目板 両端が
3㎝
ほどは から内側に出 しまうことになる。その下の部分は日に曝されず雨も直接当た ないから、風水の蝕を蒙 ことがすくないはずで、事実葺板はそのような蝕差をみせてい 。以上を図に描いて示す（図七）　
残存している葺板は収蔵庫に収蔵されているもの二十数枚、石水院主
室の天井板としてもちいられているもの三十枚 の額や棚 利用されているもの数枚があり、総数 およそ六十枚 数える。　
この葺板は石水院の西庇（かつて春日・住吉両神祠の拝所であった）
を覆っていたものと推測したが ここに掲げた石水院の平面と桁行断面図（図八）から西庇 出は一〇尺、総幅は三一尺一寸である
　
流れ方向
は軒の出部分を含めて二枚の葺板で葺くことができたと考えられる で、この六十枚で覆える屋根の横幅は、 の幅を一尺とする 三十尺にな
る。これは庇の桁行きの総柱間寸法にほぼ近い。すなわち葺板を西庇のものとすることを妥当としている。このことはまた、葺板を西庇にあったものとする推定を裏付けることにもなる。
むすび
　
以上が、高山寺において遇目した葺板遺材の調査結果である。同様の
葺板が、同じころに行われていた鶴林寺太子堂の葺替え工事においても見出されていたことは奇縁というべき とであったし、またその事例はたいへん参考になった。葺板の調査は、比較的短時間でお なったものであるので、今後の精査に期待する が大である。ここ 提起し ことは、推測にとどまるところもあり、諸氏の批判を乞いまた今後の研究をまちたいと思う。石水院 沿革や建築その についても、まだまだ調べるべきことが多いことが分かってきた。とりわけ、明治二十二年の移築の実態、昭和六年の修理の内容 どは、報告書がないのがなん しても残念で、その実情を窺うためにも今後に行われる 聞く高山寺の近世・近代文書 調査結果がま れるところである。　
葺板の調査については石水院住職小川千恵師と田村裕行執事の深 ご
理解とご厚意をたまわることができた。深甚の謝意を表する次第である。
註①
　『続群書類従』巻第七八八
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②
　
神護寺所蔵。寛喜二年（一二三〇）の製作。図は『明恵上人没後七百五
○年
　
高山寺展』 （
1981 年）に所載するもの。経蔵が当初位置から移轉し
た後の図で、まだ単に経蔵と記されている。
③
　「都名所図会」は安永九年（一七八〇）刊。その栂尾山高山寺図中の本堂の東方の春日・住吉の説明された建物は、寛永十四年指図とよく合っている。
④
　
近藤喜博「高山寺新八幡宮と僧形八幡御影」に所載の史料。
⑤
　
石水院指図は仁和寺と高山寺のそれぞれに伝えられている。
⑥
　
杉山信三「明恵上人の高山寺庵室について」 （奈良国立文化財研究所年
報
　
一九五九年、 のち同朋舎出版『明恵上人と高山寺』一九八一年に所収） 。
「高山寺石水院について」 （日本建築学会近畿支部研究報告
　
一九五七年
⑦
　
小川義章師の「高山寺雑攷」 （ 『高山寺資料叢書
　
別巻』 、 一九八〇年）は、
宝暦年間に高山寺山内にあった諸堂舎を挙げている。それによると、当時残存していた中世の建物は仁王門（東西四間一尺、南北二間一尺）と鎮守社二社のうちの一社で明恵上人の禅堂または 経蔵ともいわれた東西五間、南北四間半 建物 二棟だけである。仁王門は大門ともいわれ、二階楼門で安貞三年の建立とされているが、明治十四年に焼失している。禅堂院についてはもと板葺と 、のち 食堂とされ享保二 四月八日に焼失したとする。
⑧
　『高山寺縁起』 （ 『續群書類従』巻第七八八）
⑨
　
棟札文言に「佛光山禅堂院一宇［三間四面檜皮葺
　
当今三間四面瓦葺］
　
右禅堂院者安貞洪水之時、石水院破損之刻以彼庵室移于此砌、本出是賀茂神官能久於佛光山所造進也」とある。此砌 は禅堂院の敷地のこと。なお現禅堂院は享保二年焼失後の享保八年に再 されたものである。
⑩
　
収蔵庫保管の蟇股墨書に「水藻形四枚
　
模造乎石水院古様、後鳥羽帝御
別荘賀茂石水院殿也
　
承久年中依御願移于高山寺為明恵上人禅坊也」とあ
る。
⑪
　
藤原義一は『京都古建築』 （一九四四年）において「貞応二年に後鳥羽
院の賀茂別院を賜り、はじめ当社の春日・住吉両社の拝殿としていた」とし、景山春樹は一九五六年の「明恵上人の遺跡」 （ 『史蹟論考』所収）において、禅堂院の建物がいまにのこる石水院だとし、それは貞応元年に上賀茂の草庵を移し建てたものとしている。 『京都市の地名』 （一九七九年）も石水院を貞応三年 後鳥羽上皇の 別院を移築したものと説く。なお景山は明治移築前の石水院の向拝（西面のであろう）の正面棟には千木が組まれて神殿らし 姿をしていたという古老 話を紹介している。西庇の上には千鳥破風が据えられていたようである。
⑫
　『花園法皇宸記』同日条
⑬
　
石水院破壊以前の嘉禄三年ころの『光明真言加持沙義』の中の記事によ
ると、石水院の西には磐 があり、東に流れる清水の中から土砂をとっ加持をしたという（田中久夫『明恵』 、人物叢書六〇、 五六頁） 。
⑭
　『都林泉名勝図』 （巻四）に描かれた三尊院図の地形は現在の石水院と一致する。
⑮
　『北山三尾記』黒川道祐著
⑯
　
別掲光谷拓実報文参照
⑰
　
修理銘銅板に「修理ノ方針ハ専テ旧形ノ維持ト古材ノ保存ヲ旨トシ」と
ある。ただし小屋組の部材は過半が り変えら いる。
⑱
　
この舟底天井の天井板が載る棟桁は梁から太い針金で吊られている。
⑲
　『康富記』文安元年十月二日条
⑳
　
古葺板には水蝕した表面に墨書しているものがあるが、その繪様や書体
は中世にさかのぼりうると考えられた。
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
　
注⑦参照

　
山岸常人「太子堂建築の特質と変遷」 （ 『鶴林寺太子堂とその美』法蔵館、
二〇〇九年八月）

　
丸石暢彦「国宝鶴林寺太子堂
―
檜皮葺屋根の下に残されていた板葺屋
根材について
―
」 （ 『文化財建造物保存事業主任技術者研修会』第
23号、
平成
21年度）
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図
1　
高山寺絵図
図
2　
近世の高山寺
　
都名所図会所載
三〇
図
3　
寛永十四年指図（高山寺蔵）
三一
図
4　
三尊院図
　
都林泉名勝図所載
三二
主室
主室の東の間
南広縁東隅見上げ
西広縁
西広縁
扁額
　
在西広縁
図
5　
高山寺
  石水院
三三
番号 長さ 幅 内幅 厚み 畦幅 畦幅ｂ 畦深さ 侵食長 雇枘 備　考
1 2.53 0.28 0.23 0.054 0.036 0.024 0.005 0.45 2 はつり長さ27㎝
2 2.40 0.30 0.26 0.052 0.15
3 2.62 0.17 0.023 割れ
4 2.46 0.28 0.038 
5 1.72 0.30 0.25 0.054 0.022 0.003
6 1.50 0.29 0.24 0.33 切断
7 1.45 0.30 0.25 0.069 2
8 1.50 0.15 0.020 2 割れ
9 2.06 0.28 0.060 
10 2.68 0.30 0.050 0.030 0.024
11 2.07 0.28 0.052 
12 2.10 0.29 0.060 
13 0.19 0.040 割れ
14 2.76 0.15 0.042 割れ
15 2.12 0.28 0.045 畦あり
16 2.74 0.27 0.040 
17 2.66 0.28 0.040 
18 2.10 0.29 0.060 
表 1　長葺板実測表
表 2　目板実測表
番号 長さ 幅 厚み 釘穴（ヶ所） 備考
1 1.92 0.105 0.040 4
2 2.09 0.110 0.030 9
3 2.03 0.095 0.025 5
4 2.14 0.105 0.022 8
5 1.80 0.110 0.027 8
6 2.37 0.110 0.037 10
7 2.61 0.110 0.030 8
8 2.43 0.105 0.040 10
9 2.51 0.105 0.030 8
10 2.69 0.095 0.035 2
11 1.31 0.105 0.032 5
12 1.43 0.105 0.033 4 墨書
13 1.45 0.105 0.027 8
14 1.41 0.105 0.027 5
15 2.37 0.100 0.030 6
16 2.01 0.105 0.040 3 アテ
17 1.67 0.110 0.036 7 ヤリガンナ痕
18 1.65 0.100 0.035 5
19 2.02 0.105 
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図
6　
目板。
　
水蝕している。釘穴がすくなく、一回の使用にとどまっている。
　
右端の目板に墨書と絵 ある。
図 7　板葺屋根の復原図
三五
図
8　
石水院平面図
桁行断面図
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資料
　
石水院関係の棟札等の銘文
　
棟札は土蔵内に保管されている棟札のうち石水院関係のものを読んだものである。高山寺石水院関係の銘文資料⑴
　
一四三九年
　
修理棟札
　
［表面］当社頭御修理事自
　
公方上葺以下被沙汰畢
於事始者
　
永享十年十二月廿六日也
　
公方奉行四人登山也
同十一年
　
正月十六日ヨリ造営也
　
毎日奉行一人ツゝ登也
［裏面］於寺家事者
　
真誉被仰付候
　
十（ママ）
年廿六日
蔵主職事□□為
　
公方被御奉書成下候了□□
也
　　　　　　
番匠大工宗国
　
檜皮大工三郎大郎
　　
参考
　『京都古銘聚記』
⑵
　
一六三七年
　
石水院寶殿修理棟札
［表面］　　　　　　　　　　　
本地和光両大神
　　
鑒霊威徳古今新
奉修理石水院寶殿一宇
　　　　　　　　　
于時寶永十四年七月吉日
三七
　　　　　　　　　　　
信心施入助營作
　　
貴賎都斉結善因
［裏面］去春三月十八日依
　
一乗院二品親王尊覚御願奉開帳之砌
　
傳燈大法師興意
三公卿相之族四衆道俗之ハ輩追日随月馳駕運歩結
　　　　　　　　　　　　　　
圓智
　
修理奉行
縁為祥依之財施塵積漸及助成焉以凝満山衆評
　　　　　　　　　　　　　　　　
秀融
　
世間知事
　
大工藤原末廣
窺
　
寺務教命遠尋永享之跡近摸永正之例励
　　　　　　　　　　　　　　　　　
宗適
　　 　 　
檜皮師
修造之力催莫大之企了事始夏五月二日上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
尊智
　
出生知事
　　　
藤原信勝
棟同六月十八日成功穐七月上旬也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
永辨
　　 　 　
藤原家次
　（注）寶永十四年は寛永十四年の誤記⑶
　
一六四一年
　
栂尾石水院差図（高山寺蔵）
　
　
寛永十四年七月廿七日
　
御大工和泉守
　
宗茂被令図之
　
今一本令図之彼寺も無方知事
　
預一合箱可納之旨
　
仰也
　
始ハ檜皮葺也
　
中比ヨリ木ケラ葺也
　
今度修理之時又
　　 　　　　　　 　 　　　　　　　　
木ケラ葺也
　
ヤ子ノ高者昔ヨリ弐尺餘高成リ
三八
⑷
　
一八四三
　　
修理時取替西面拝所蟇股裏面墨書（収蔵庫内保管）
水藻形四枚
　
模造乎石水院古様、後鳥羽帝御別荘加茂石水院殿也、
承久年中依御願移于高山寺為明恵上人禅坊也
⑸
　
一八八九年
　
明治二十二年六月廿五日移転棟札
［表面］石水院一宇今茲明治二十二年六月廿五日移転上棟畢抑此院殿初當
　
後鳥羽天皇加茂行宮賜于開山上人移此處以降経数百年序棟椽頽
敗依上伸官庭以承特旨更加修営移此地為永世不朽計　　　　　　　
主事住僧権大僧都證成
　　　　　　　　　　　　　　　　
工事京師七条街
　　
幹事信徒中井弥助
　
中川由治郎
　
廣田文右衛門
　　　　　　　
三浦伊兵衛
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
檜皮師
　　 　　　　　　　
斡旋吉岡新左衛門
　　　　　
児玉平兵衛
　　 　　［裏面］　
記事なし⑹
　
一九三〇年
　
石水院修理銘板（銅板）
　
横長の銘文で一行十一字とし横に改行しているがここでは詰めて表記している。
修理工事略誌石水院ハ元賀茂ニアリシ
　
後鳥羽院ノ御学問所ナリ
　
シヲ貞應二年當山ニ寄セ
　
ラレシモノト伝ヘラル爾
三九
来数度ノ修理ヲ経タルモ
　
尚好ク当初ノ遺風ヲ存セ
　
リ明治三十一年十二月國
　
寶建造物ニ指定セラレシ
ガ輓近屋根大破シ軸部ノ
　
腐朽亦酷ダシク保存ニ堪
　
ヘザルヲ以テ之ガ根本的
　
修理ノ設計ヲ樹テ國寶保
存法ニヨリテ国庫ノ補助
　
ヲ受ケ工事ハ総べて之ヲ
　
京都府ニ委託シ昭和五
　
四月二十日起工同六年一
月三十一日竣成セリ修理
　
ノ方法ハ専テ舊形ノ維持
　
ト古材ノ保存ト 旨トシ
　
建物ハ一旦全部取解キ基
礎堅固ニ築造シ木材ハ蟲
　
害腐朽折損等ノ為到底其
　
ノ用ニ勝ヘサルモノニ限
　
リ新材ニ改メ古材ハ及ブ
限リ修補再用セリ又構造
　
上必要ト認ムベキ箇所ハ
　
新ニ補強材ヲ用ヒ鐵金具
　
ヲ以テ堅固 緊結シ屋根
ハ全部新規葺替ヘ総ベテ
　
原形式手法ヲ厳格ニ踏襲
　
修理セリ尚補足ノ新材ハ
　
見エ隠レニ於テ修理年號
ヲ烙印シ化粧ニ露ハルル
　
部分ハ淡キ古色 施シ以
　
テ舊規ヲ失ハザランコト
　
ヲ務メタリ
一、金壱萬五千参百四拾壱圓拾参銭総工費　　　　　　
内
　　
金壱萬参千弐壱百参拾参圓弐拾五銭国庫補助
　　
京都府知事
　　
佐上信一
　　
地方技師
　　　
安間立雄
　　
京都府技手
　　
東金五郎
　　
現場主任技手
　
永田與四郎
　　
高山寺住職
　　
土冝覚了
⑺
　
石水院旧懸魚裏面打付板（収蔵庫保管）
石水院懸魚
　　
弐個ノ内
　
昭和五年石水院修理之砌取替
　　
昭和七年八月十五日
　
栂山高山寺主
四〇
　　　　　　　　　　　　　　
土冝覚了
⑻
　
石水院御幣棹銘
　
小屋組真束に打ち付けたもの
昭和五
　
庚午
　
年九月吉詳
（ママ）
日
　
京都府國寶修理工事
　
棟梁増田浪太郎
　
木挽手傳
（以下巻紙のため見えず）
